
シ
ス
テ
ム
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
会
長
奥
野
嘉
夫

ごあいさつ

環
境
・
安
全
・
も
の
づ
く
り
キ
ー
ワ
ー
ド
に

　
シ
ス
テ
ム
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
フ
ェ
ア
は
、
１

９
８
８
年
に
「
ハ
イ
テ
ク
時
代
の
産
業
シ
ス

テ
ム
を
考
え
る

情
報
と
設
備
の
調
和
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
第
１
回
を
開
催
し
、
以
後
、

常
に
Ｆ
Ａ
分
野
を
は
じ
め
、
広
く
産
業
分
野

の
自
動
化
・
制
御
に
関
す
る
最
新
情
報
を
ご

提
供
し
、
国
内
外
の
皆
様
か
ら
高
い
評
価
を

い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

回
目
と
な
る
シ
ス
テ
ム
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

フ
ェ
ア
２
０
１
１
は
「
環
境
・
安
全
・
安
心

を
創
造
」
を
テ
ー
マ
に
、
「
環
境
」
「
安

全
」
「
も
の
づ
く
り
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
開

催
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
３
月
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被

災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
と
、
震
災
に
よ
り

停
滞
し
た
日
本
経
済
の
活
性
化
に
向
け
て

「
が
ん
ば
ろ
う
　
日
本
の
も
の
づ
く
り
」
を

緊
急
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
人
と
環
境
に
配
慮

し
、
最
適
な
制
御
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
か
ら
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
ま
で
を
一
堂

に
集
め
、
社
会
と
産
業
の
未
来
へ
向
け
て
最

先
端
技
術
の
情
報
に
つ
い
て
広
く
ご
提
供
い

た
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
来
場
賜
り
ま
す
よ
う
ご
案
内
申

し
上
げ
ま
す
。

　
「
シ
ス
テ
ム
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
フ
ェ
ア
２
０
１
１

Ｓ
Ｃ
Ｆ
２
０
１
１

」
が
き

ょ
う

日
か
ら

日
ま
で
の
３
日
間
、
東
京
・
有
明
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
西
１

・
２
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
る
。
同
展
に
は
Ｆ
Ａ
シ
ス
テ
ム
や
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
、
Ｆ
Ａ

用
制
御
機
器
、
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
な
ど
、
モ
ノ
づ
く
り
の
た
め
の
幅
広
い
製
品
・

技
術
が
一
堂
に
会
す
る
。
主
催
は
日
本
電
機
工
業
会

Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ａ

と
日
本
電
気

制
御
機
器
工
業
会

Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ａ

。
今
回
は
１
３
８
社
・
団
体
が
出
展
。
入
場
料

は
一
般
が
１
０
０
０
円
、
学
生
は
無
料

招
待
券
持
参
者
お
よ
び
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

か
ら
の
事
前
登
録
者
の
場
合
は
一
般
も
無
料

。

最
新
の
Ｆ
Ａ
機
器
・
技
術
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
一
堂
に

技
術
講
演
会
で
は
省
エ
ネ
化
が
主
な
テ
ー
マ

計
測
展
と
の
連
携
企
画
「
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
中
継

大
学
・
高
専
研
究
発
表
コ
ー
ナ
ー
校
が
参
加

最
先
端
の
情
報
発
信
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出
展
者
が
シ
ス
テ
ム
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
に
関
す
る
将
来
的

動
向
や
応
用
技
術
動
向
に
つ

い
て
製
品
Ｐ
Ｒ
を
行
う
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
も
毎
回
、
好
評

を
得
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
。
今

回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
、

Ｐ
Ｌ
Ｃ
や
イ
ン
バ
ー
タ
ー
な

ど
の
製
品
か
ら
、
フ
ィ
ー
ル

ド
バ
ス
、
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
さ
ら
に
は
巨
大
な
市
場

と
な
っ
て
い
る
中
国
に
お
け

る
機
械
安
全
の
話
題
に
至
る

ま
で
、
Ｆ
Ａ
と
周
辺
機
器
・

技
術
に
関
す
る
最
新
情
報
を

紹
介
す
る
全

セ
ッ
シ
ョ
ン

が
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
西
１

ホ
ー
ル
２
階
の
特
設
会
場
で

行
わ
れ
る
。
オ
ー
プ
ン
セ
ミ

ナ
ー
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も

受
付
は
当
日
、
会
場
で
行

う
。
受
講
料
は
無
料
だ
。

　
一
方
、
「
大
学
・
高
専
研

究
発
表
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
高

専
、
大
学
、
大
学
院
研
究
室

が
生
産
シ
ス
テ
ム
や
制
御
な

ど
に
お
け
る
最
先
端
研
究
の

成
果
を
紹
介
す
る
。
こ
の
コ

ー
ナ
ー
に
は
長
岡
技
術
科
学

大
学
工
学
部
電
気
電
子
情
報

工
学
科
伊
東
研
究
室
に
よ
る

「
グ
リ
ー
ン
社
会
を
目
指
す

高
効
率
電
源
技
術
」
や
、
三

重
大
学
産
業
・
社
会
イ
ン
フ

ラ
施
設
安
全
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
の
「
設
備
安
全
・
安
心

の
た
め
の
最
新
設
備
診
断
技

術
お
よ
び
設
備
診
断
シ
ス
テ

ム
」
、
千
葉
大
学
大
学
院
工

学
研
究
科
電
気
電
子
系
コ
ー

ス
に
よ
る
「
低
ノ
イ
ズ
超
小

型
マ
ル
チ
レ
ベ
ル
イ
ン
バ
ー

タ
」
な
ど
、

大
学
・
高
専

が
参
加
す
る
。

　
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
オ
ー
ト
メ

ー
シ
ョ
ン

Ｆ
Ａ

は

モ

ノ
づ
く
り
を
自
動
化
す
る

と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
。
生
産
ラ
イ
ン
を
構

成
す
る
機
器
、
コ
ン
ポ
ー
ネ

ン
ト
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
制
御
シ

ス
テ
ム
、
そ
れ
ら
を
つ
な
ぐ

Ｉ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の

進
化
で
、
現
在
、
Ｆ
Ａ
は
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
や
高
効
率
生

産
、
安
全
性
の
向
上
、
さ
ら

に
は
環
境
負
荷
の
低
減
と
い

っ
た
モ
ノ
づ
く
り
現
場
が
直

面
し
て
い
る
課
題
を
解
決
す

る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ

て
い
る
。

　
Ｆ
Ａ
に
関
す
る
最
新
の
製

品
・
技
術
、
サ
ー
ビ
ス
が
一

堂
に
会
す
る
展
示
会
が
シ
ス

テ
ム
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
フ
ェ
ア

Ｓ
Ｃ
Ｆ

だ
。
１
９
８
８

年
の
第
１
回
開
催
か
ら
、
隔

年
開
催
し
、
今
年
で

回
目

の
開
催
と
な
る
。

　
同
展
の
開
催
要
旨
の
中
に

Ｆ
Ａ
分
野
を
始
め
と
す
る

広
く
産
業
分
野
の
自
動
化
・

制
御
に
関
わ
る
シ
ス
テ
ム
、

コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
及
び
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
に
関
し
て
、

環

境
・
安
全
・
安
心
を
創
造

を
テ
ー
マ
に
、
「
環
境
」

「
安
全
」
「
安
心
」
「
も
の

づ
く
り
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
た
最
新
の
技
術
情
報
を
発

信
す
る

と
あ
る
。
こ
の
要

旨
を
受
け
た
今
回
の
メ
ー
ン

テ
ー
マ
は
「
も
の
づ
く
り
の

先
端
技
術
が
集
う
　
環
境
・

安
全
・
安
心
を
創
造
」
だ
。

　
同
展
で
出
展
対
象
と
な
っ

て
い
る
の
は
生
産
ラ
イ
ン
の

制
御
機
器
や
ド
ラ
イ
ブ
機

器
、
安
全
関
連
機
器
、
高
速

高
機
能
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器

な
ど
の
省
エ
ネ
・
創
エ
ネ
を

支
援
す
る
製
品
や
技
術
、
シ

ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で

あ
る
。

　
具
体
的
に
は
プ
ロ
グ
ラ
マ

ブ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

Ｐ

Ｌ
Ｃ

や
プ
ロ
グ
ラ
マ
ブ
ル

表
示
器

Ｐ
Ｄ

と
い
っ
た

Ｆ
Ａ
関
連
機
器
、
さ
ら
に
は

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
、
自
動
認
識

・
検
査
装
置
、
駆
動
制
御
装

置
、
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
ー
、

イ
ン
バ
ー
タ
ー
、
モ
ー
タ

ー
、
電
源
装
置
、
安
全
制
御

機
器
、
Ｉ
Ｔ
応
用
シ
ス
テ
ム

・
機
器
な
ど
。
生
産
現
場
の

Ｆ
Ａ
化
を
進
め
る
上
で
、
必

要
な
も
の
、
全
て
を
カ
バ
ー

し
て
い
る
。

　
い
ま
、
モ
ノ
づ
く
り
現
場

は
い
く
つ
も
の
大
き
な
課
題

に
直
面
し
て
い
る
。
「
環
境

負
荷
を
低
減
す
る
モ
ノ
づ
く

り
」
や
「
安
全
な
モ
ノ
づ
く

り
」
へ
の
取
り
組
み
は
い
う

ま
で
も
な
い
。
さ
ら
に
、
今

年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
と
福
島
の
原
子
力
発

電
所
事
故
で
、
生
産
時
の
省

エ
ネ
化
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

意
識
し
て
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
背
景

に
、
併
催
事
業
と
し
て
会
期

中
に
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

会
議
棟
７
階
の
７
０
１
・
７

０
２
会
議
室
で
行
わ
れ
る

「
技
術
講
演
会
」
は
環
境
負

荷
低
減
の
た
め
の
技
術
や
、

生
産
時
の
省
エ
ネ
化
と
い
っ

た
も
の
が
主
な
テ
ー
マ
に
な

っ
て
い
る
。

　
今
回
は

日

時
か
ら
の

「
ド
ラ
イ
ブ
技
術
を
活
用
し

た
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
へ

の
取
組
み
」
や
、

日

時

か
ら
の
「
実
証
実
験
か
ら
生

ま
れ
た
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
あ
る
べ
き
姿
」
、
同

日

時
か
ら
の
「
ゼ
オ
ラ
イ

ト
膜
の
活
用
に
よ
る
省
エ
ネ

と
環
境
対
策
」
に
注
目
し
た

い
。
受
付
は
当
日
で
開
場

で
。
受
講
料
は
無
料
。

　
会
議
棟
の
７
０
３
会
議
室

で
は
会
期
中
３
日
間
に
わ
た

っ
て
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
が

開
催
さ
れ
る
。

日
の
テ
ー

マ
は
「
見
え
る
化
エ
ネ
ル

ギ
ー
管
理
」
で
あ
る
。
生
産

工
程
の
省
エ
ネ
化
を
進
め
る

場
合
、
ラ
イ
ン
の
稼
働
状
況

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
状
況

を
把
握
す
る
こ
と
、
つ
ま
り

見
え
る
化
す
る
こ
と
が
カ

ギ
に
な
る
。
そ
こ
で
消
費
電

力
な
ど
の
デ
ー
タ
収
集
か

ら
、
監
視
・
管
理
に
到
る
ま

で
を
行
う
工
場
エ
ネ
ル
ギ
ー

管
理
シ
ス
テ
ム

Ｆ
Ｅ
Ｍ

Ｓ

を
利
用
す
る
の
が
有
効

だ
。

時
か
ら
の
「
Ｆ
Ｅ
Ｍ

Ｓ
起
点
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給

バ
ラ
ン
ス
・
生
産
統
合
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
」
は
聞
き
逃
せ

な
い
だ
ろ
う
。

　
今
回
の
Ｓ
Ｃ
Ｆ
は
東
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
る
「
計
測
展

２
０
１
１
　
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
」

と
相
互
入
場
シ
ス
テ
ム
が
採

ら
れ
て
い
る
。
計
測
展
の
来

場
者
は
バ
ー
コ
ー
ド
読
み
取

り
チ
ェ
ッ
ク
だ
け
で
Ｓ
Ｃ
Ｆ

に
入
場
す
る
こ
と
が
可
能

だ
。

　

日

時
か
ら
の
オ
ー
プ

ン
セ
ミ
ナ
ー
で
は
計
測
展
会

場
か
ら
「
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ

ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
が
ラ
イ
ブ

中
継
さ
れ
る
。
ラ
ウ
ン
ド
テ

ー
ブ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
討
論

さ
れ
る
テ
ー
マ
は
「
次
な
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
と
未
来
社

会
／
日
本
の
復
興
に
向
け

て
」
。

　
登
壇
者
は
資
源
エ
ネ
ル
ギ

ー
庁
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
部
新
産
業
・
社
会

シ
ス
テ
ム
推
進
室
の
小
宮
山

康
二
室
長
、
イ
ー
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ
社
長
で
「
東
日
本

大
震
災
政
府
復
興
構
想
会

議
」
の
佐
々
木
経
世
委
員
、

日
産
自
動
車
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
事
業
本
部
Ｚ
Ｅ
Ｖ
企
画

グ
ル
ー
プ
の
牧
野
英
治
部

長
、
日
本
電
気
工
業
会

Ｊ

Ｅ
Ｍ
Ａ

の
松
尾
慶
一
重
電

部
長
、
そ
れ
に
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｍ

Ａ
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
政
策

委
員
会
の
石
隈
徹
委
員
長
。

日
経
Ｂ
Ｐ
社
執
行
役
員
の
浅

見
直
樹
ビ
ジ
ネ
ス
局
長
が
フ

ァ
シ
リ
テ
ー
タ
を
務
め
る
。


